








































2.1  地理と地形 
 
この報告で取り上げる富山市八尾地域は、富山県の中南部に位置し、面積 236.86 平




央部で合流して、井田川となっている。2002 年(平成 14 年)の時点で、総面積の 85 パー
セントが山林と原野であり、10 パーセントが農地で、宅地は 2 パーセントである（富
山県八尾町、2003）。 
 
























































 とりわけ、蚕種の交易と和紙づくりが盛んにおこなわれ、1813 年（文化 10 年）頃に
は、八尾が販売する蚕種が全国の蚕種の四分の一を占めるようになった。また、元禄時
代から富山の配置薬業が盛んになるとともに、薬の袋紙の需要が増えて和紙産業が活発


























く ろ せ だ に
村の一部と合併し、さら
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子部品や機械工作部品関連の企業が集まっている。旧町では、1986 年（昭和 61 年）に
当時の建設省が提唱した地域振興策「HOPE 計画」に即して「八尾町 HOPE 計画」を策





富山市の 2008 年（平成 20 年）12 月末現在の統計資料1によれば、八尾地域（旧八尾町）
全体の世帯数は 6970 世帯、人口は 21790 人である。このうち、調査をおこなった八尾







2449 世帯、7420 人である。八尾地域（旧八尾町）全体の人口の 1925 年から 2005 年ま
での推移を図 3 に示したが、1950 年を境に周辺の村との再編合併にもかかわらず人口
は減少し、1970 年代以降は「富山八尾中核工業団地」の建設と企業従事者の移入があ




                                                     
1 富山市ホームページ 統計データ http://www3.city.toyama.toyama.jp/jinkou/  2009 年 1
月 24 日閲覧 
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 図 3. 旧八尾町全体の人口の推移 
（『統計やつお』2003 及び富山市ホームページ統計データ
http://www3.city.toyama.toyama.jp/jinkou/  2009 年 1 月 24 日閲覧をもとに作成）  
 
図 4 に旧町の 1960 年から 2005 年までの人口と世帯数の推移を示したが、旧町の人口、
世帯数ともに 2000 年まで急激に減少し続け、2000 年以降は 3 千人を切ったあたりでほ
ぼ横ばいになっている。 
 
図 4. 八尾旧町の人口・世帯数の推移 
（『統計やつお』2003 及び富山市ホームページ統計データ

























 2008 年（平成 20 年）12 月末時点での旧町の人口を世代別に見てみると（図 5）、20
歳未満の人口が全人口 2658 人のうちの 13.8 パーセントである一方で、65 歳以上の高齢
世代が 33.2 パーセントを占め、高齢化が著しく進行している。また、20 歳から 39 歳の
世代を除いて、どの世代も女性の方が多く、高齢化を反映して 65 歳以上の高齢者層で
は女性が男性の 1.5 倍を占めている。 
 
図 5. 八尾旧町の世代別人口構成 
（富山市ホームページ統計データ http://www3.city.toyama.toyama.jp/jinkou/  2009 年 1
月 24 日閲覧をもとに作成） 
  
 また、小学校児童数について、1992 年の児童数を 100 とした場合、2004 年の時点で、




年度（平成 12 年度）の旧八尾町の就業者人口は 1 万 2 千人で、産業別の割合では、第




















 図 6  八尾地域の産業種別人口の割合 
（『統計やつお』2003 をもとに作成） 
 
第 1 次産業の就業者数は 596 人で、うち 577 人が農業に従事している。2000 年の時
点で、旧八尾町の専業農家は 76 戸であるが、すべて旧町以外の地域の世帯である。野
積地区には専業農家が 8 戸、農業を主な生業とする第 1 種兼業農家は 3 戸である。主要
な農作物は米であるが、野菜、大豆、果樹なども作られている。 
第 2 次産業の就業者 5696 人のうち、もっとも就業者数が多い業種は製造業で 3736 人
が従事している。製造業の事業所は「富山八尾中核工業団地」がある安内や杉原などの
平野部に集中している。 
第 3 次産業の就業者 5697 人のうち、サービス業の従事者がもっとも多く 2767 人、次
いで卸売・小売業・飲食業が 1830 人で、これらの業種の従事者が第 3 次産業の就業者





















図 7. 八尾地域の小売り商店数と販売額の推移（1991-2003） 
（『統計やつお』2003 をもとに作成） 
 
















































               表 1. 旧町 10 町の成立 
（長尾、1994 をもとに作成） 
年 町の成立 
1636（寛永 13）年まで 今町（初めは中町） 
1637（寛永 14）年秋まで 東町と西町 
1664（寛文 4）年 南新町（後の上新町）。ただし、その後、取りつぶし 
1672（寛文 12）年 鏡町 
1677（延宝 5）年 下新町 
1690（元禄 3）年 南新町再成立、上新町と改名 
1745（延享 2）年 諏訪町 
1793（寛政 5）年 西新町と東新町 







社があり、養蚕が盛んだった当時は参拝者で賑わったという。2008 年 12 月末現在の東
新町の人口は 57 人と旧町のなかでもっとも少ない。 
諏訪町
す わ ま ち


















































 以上、旧町を構成する 10 町について記述したが、JR 越中八尾駅前に広がる福島
ふくじま
地区




 表 2.  2008 年 12 月現在の旧町 10 町の世帯数と人口 
（富山市ホームページ 統計データ http://www3.city.toyama.toyama.jp/jinkou/  2009 年 1
月 24 日閲覧 をもとに作成） 
 
町名 世帯数 男 女 計 
東町 102 131 159 290
西町 121 160 194 354
鏡町 126 160 182 342
上新町 155 192 223 415
諏訪町 87 124 131 255
西新町 121 140 137 277
東新町 22 27 30 57
今町 33 49 61 110
下新町 124 168 163 331
天満町 63 102 125 227
合計 954 1,253 1,405 2,658
 





                                                     




                             
 「おわら風の盆」は、八尾地域で 9 月 1 日から 3 日の間におこなわれる祭礼である。
前述のように、この行事を行っているのは「旧町」と呼ばれる 10 町と JR 越中八尾駅付
近の福島
ふくじま










































































































4. 「おわら風の盆」の観光化    
 
次に、年中行事である「おわら風の盆」の観光化について概要を記述したい。 
1946 年（昭和 21）年には、9 月 1 日に 4 万人、2 日に 3 万人の計 7 万人が「おわら風
の盆」に訪れたというが、アジア・太平洋戦争の敗戦直後であるにもかかわらず、富山
県下だけではなく、東京や大阪方面からも観光客が押し寄せたという3。 

















                                                     
3昭和 21 年 9 月 2 日付 北日本新聞による 
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 図 9. 「おわら風の盆」の観光客数（1984-2007） 
  






客数が 20 万人を下回ることはなくなっている。なお、図 9 のとおり、観光客数の年較
差は大きいが、これは、「おわら風の盆」は、平日でも開催されるため、また、雨天の
場合は順延されずに中止されるからである。開催期間中に休日が含まれるかどうかや開
催期間中の天候によって、観光客数は大きく左右されるのである。    
2008 年の「おわら風の盆」の観光客数は、平日開催に加えて降雨の影響があって約
20 万人だったが4、旧町の人口は 3 千人程度で、しかも旧町の面積は約 1 平方キロであ







                                                     






























2008 年（平成 20 年）現在では、「おわら風の盆」の開催中の 9 月 1 日と 2 日に八尾
小学校のグランドに「おわら総合演舞場」の特設ステージが設けられて（写真）、午後
7 時から 9 時まで、「おわら風の盆」を開いている 11 の町ごとに舞台踊りが演じられて
いる。2007 年（平成 19 年）では、「演舞場」には 9100 席が設けられ、そのうち 5500
席が指定席で見やすさから A 席と B 席に分けられてる。自由席も含めてすべて有料で
あるが、2006 年（平成 18 年）から、全国チェーンのコンビニエンスストアで前売り券
が発売されるようになった。コンビニエンスストアでの発売を開始した 2006 年（平成
18 年）には、発売開始 30 分で A 席の前売り券が完売となり、2007 年（平成 19 年）に





             
 有料の演舞場とは別に、2001 年（平成 13 年）には、「おわら風の盆」を開いている
















田,2009）、観光客の分散が課題となってきた。その対応策として、1982 年（昭和 57 年）
から、「おわら風の盆」の前に「前夜際」がおこなわれるようになった。当初は 1 日 2
町ずつの 6 日間行われていたが、翌年からは 1 日 1 町内ずつ、午後 8 時から 10 時まで











































「おわら風の盆」以外の時期の観光客数の増加となってあらわれ、2001 年（平成 13 年）
以降は、おわら風の盆以外の時期に八尾を訪れる観光客数が、「おわら風の盆」の観光
客数を上回るようになった。2007 年度(平成 19 年度)では、「おわら風の盆」の期間の観
光客数は約 26 万人で、風の盆以外の時期の観光客数は約 41 万人であり、「おわら風の
盆」の観光客の約 1.6 倍の観光客が「おわら風の盆」以外の時期に訪れている。 
 































































































































































性化を考える住民の自主的組織「坂のまち千年会議」が、1991 年（平成 3 年）に設立
されている。 
八尾の「伝統的な町並み」は「おわらが似合う町」というモティーフで進められてい




「HOPE 計画」をもとに、1986 年（昭和 61 年）に「HOPE 計画推進協議会」を設置し、
八尾らしいまち並みの再生と快適な住環境の創出を図ることを目的とした「八尾町
HOPE 計画」を策定した。また、住まいを取り巻く環境について広く住民と意見を交換
する「HOPE 計画町民会議」が 3 年に 1 回の割合で開催された。 
1998 年（平成 1 年）からは、1986 年（昭和 61 年）に旧町の諏訪町の本通りが「日本
の道 100 選」に選ばれたれたことを背景に、「おわら風の盆、曳山にふさわしいまちづ
くり」をテーマとして「八尾魅力あるまちづくり基本計画」が策定された。計画に沿っ
て 1990 年（平成 2 年）から 1999 年（平成 11 年）まで「八尾町歴史的地区環境整備街
路事業」によって、「八尾らしい景観」の維持と創出のためのさまざまな事業がおこな
われた（八尾総合行政センター建設課、2000,2007）。「八尾らしい景観」には「おわら」


























































































安田莉奈、2009、「“おわら風の盆”の観光化－組織、住民、観光客の 3 者の関係」、  








から」、平成 19 年度富山大学人文学部卒業論文 
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